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realismからexpressionismへ
SeanO,Caseyの場 合
枡 田 良 一
アイル ラン ド劇 の偉大な トリオLadyAugustaGregory,W.B.Yeats,
J.M.Syngeに次 ぐ劇作家 としてSeanO℃asey(1880-)が華 々しU・脚
光 を浴びたのはそ の初期 の写実劇TheShadowofaGunman(1923年初
演)・JunoandthePaycock(1924年初演),ThePloughandtheStars
(1926年初演)に よってであるが,そ の彼がTheSilverTassie(1928年)・
を転桟 として表現主義手法を取 り入れ るに到 った のは何 故であろ うか。 こ
の原因 を上記 の写実劇 とTheSilverTassie及び表現主義 の戯 曲 として顕
著なWithintheGates(1933年)との関連 に於 いて探 ってみ よ う。そ のた
めには,先 ず,彼 の写実劇 の如何 な る要 素が表 現主義手法 に通ず るか が問
題 とな る。 若 しそ うい った創作態 度の発展 的な要素が稀薄 であれば,彼 の
場 合,第 一次世界大戦後 の表現主 義運 動の影響 とい う外部的 な要素が大 き
く作用 していた と云わね ばなるまい。
上 に挙げた三篇 の写実劇は何れ もDublinを中心 として起 った政治的動
乱 がそ の背景 をなしてお り,作 者0'Caseyの意図は この動乱に巻 き込 ま
れたDublinの下層階級 の不幸 な生活模様 の描写にあ った と云え よ う。貧
困を極め てい るDublinの共 同家屋 の住民の生活が渾沌 の中で更 に悪化 し,
争い の禍中 で幾多 の不幸な死を齎す とい うことは,正 し く悲劇の世界であ
り,作者が夫 々の戯 曲に 「悲劇」 と副題 を添えたの も当然 のこ とであ るが,
これ らの戯 曲は,そ の初演以来,一 見喜劇 と紛 うばか りの非常 な笑いを観
客に与 えて きた と云われ てお り,AndrewE.Maloneのよ うな例 外的な
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エ
存 在 も あ る に せ よ,多 く の 批 評 家 は こ れ ら の 戯 曲 の も つ 喜 劇 的 な 要 素 と笑
い を 指 摘 し て い る。 そ こ で,悲 劇 で 笑 わ せ る0,Caseyと い うの が こ れ ら
の 戯 曲 の 特 徴 と し て 認 め ら れ 得 る わ け で あ り,そ の 喜 劇 的 な 要 素 をform,
attitude,gesture,situation,action,expression及びcharacterの中 で 具
体 的 に 作 品 か ら 実 例 を 挙 げ る こ と も 勿 論 容 易 で あ る 。0'Casey自 身 の 一
Philosophersandsageshavestoppedupmanyandmanyanight,
seekinganexplanation,tryingoutadefinitionofcomedy;butgone
#obednowiser,anddeadtired,whilemankeptonlaughing,con-
tenttoenjoyit,andneverbotheringhisheadastowhatitwas.
Crowdsofthinkershavesetdownbigtheoriesaboutlaughterand
comedy,amongthemthegreatAristotle,Plato,Socrates,Jamblichus,
andKant;butthoughallofthemwereoftenblueintheface
2
thinkingitout,noneofthemgottothebottomofitsmystery.
こ の よ うY'述べ て い る態 度 に 反 す る か も 知 れ な い が,私 自 身 も愚 を 繰 り返
す つ も りで,此 処 で 彼 の 提 供 し た 喜 劇 的 要 素 が 彼 の 如 何 な る 態 度 に 基 づ い
て い る か を 探 っ て み よ う。
も
喜劇 的な構 想について一般 的に 云える ことは,二 者の性質 が相反す る時
に 最 も諧 謔的であ るとい うことだ が,総 じて笑いの問題 は多 岐にわ た り,
時 代 と共V'複雑化 してい る。 その中で,大 き く分けて,二 つの立脚点か ら
の理論化がみ られ;そ の一方は感情 の型 として笑いを捉 えよ うとす るもの
で,A・i・t・t1・やAl・xand・・B・inの「卑俗 の理論」及びTh・m・・H・bb・
の 「優越 の理論」がそれであ り,他方 は知覚 の型 として これを捉 え・K・nt・
JamesSullyなどの 「不調和 ㊧理 論」が これに属す る。 そ して以上 の二つ
の理論を統一 しょ うとす る試 みがWilliamHazlittやHerbertSpencer
ヨ
Y'よってなされている。しかし,劇場での笑いは,それが相手の卑俗性を
笑 うV'しろ,亦,笑 って自らの優越感を満足 させるにしろ,其処V'は舞台
と客席の間の(云 い換えれば,人 間相互間の)触 れ合いY'よる自他の比較
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によって笑いの起ることを示している。他方,不調和によって起る笑い と
L・う場合 も,観客の意識するとしないに拘 らず,人 間社会 との不調和に可
笑味を見出だしていることは明白である。そこで,.「笑いは必ず或る社会臨
る
意味を持 っている」 と云 うHenriBergsonの所 謂 「社会的な理論」 に行
き当 る。そ して0'Caseyが初期 の写 実劇 で示 した喜劇 的な要素 と笑 いに
対す る意図は,「 卑俗 の理論」 「優越の理論」「不調和 の理論」を も含 んだ
上で,Bergsonの理論 に最 も近い。処で,0'Caseyの笑 いを考察す るに際
して見逃 しては ならぬ一つ の条件があ る。それは前述の これ らの劇 ゐ背景
一動乱 と貧 困一 そ して絶えず死の恐怖を感ぜずにおれない社 会情 勢の 中で
の 笑い とい うこと で あ り,こ の笑いを通 して彼はIrelandのbeautifu1
ら
Queenたる 幻 想 を 打 ち 砕 か ん と し,更 に 人 間 の 生 命 へ の 意 欲 を 讃 え ん と し
て い る 。 笑 い の 効 用 を こ の よ うに 二 次 的 に 発 展 さ せ て い る 処 に もプ 彼 が
Bergsonと通 じ る 故 由 が あ るわ け で あ る 。0'Caseyの 一
Alaughisagreatnaturalstimulator,apushfulentryintolife;.
andoncewecanlaugh,wecanlive.Itisthehilariousdeclaration
madebymanthatlifeisworthliving.Manisalwayshopefulof;
alwayspushingtowards,betterthings;andtobringthisabout
,a
changemustbemadeintheactualwayoflife;solaughteris.
broughtintomockatthingsastheyaresothattheymaytopples
s
down,andmakeroomforbetterthingstocome.
この言葉か ら彼 がBergsonのelanvital,或 は・G.B.Shawのlifeforce
的な る要素を笑いの中に認 めている様子が窺 え よう。
これ ら三篇 の写実劇 のテ ーマはheroismの幻 影た るこ とを巡 って展開
,され ているが・儲 の ・a・i・i・な見地がその麒 をな してお り,吻 の形
象は勿 論,劇 の講成 はironicalな対位 に よって形成 され ている。例 えぱ,
女性 の現実的な力 に対す る男性 の非現実的な夢想 の生活の如 ぎがそ の一例
であ る。(このironica1な対位はTheSilverTassie,WithintheGates
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の構成Y'於いて も著 しい。)自 らをgunmanで あ りpoetで ある とい う
皿ock-herdcな空想に耽 り,現 実 の何た るかを知 らぬTheShadozoofa
GunmanのDonalDavoren。自らの陥 ってい る世界 の渾沌た るこ とを十
分理解 しなが らも 臆病者で あ り空威張 りす る道 化 役 と し て のSeumas
Shields。self-indulgenceとself-preservationに対す る巧妙な感覚を有 し,
諧謔に富 み派手に嘘 もつ く`struttin'paycock'その もののJunoandthe
PaycockV'於ける・Captain'JackBoyle・大 言家JackBoyleの引立役
として喜 劇的な寄 生虫的存在 の`Joxer'Daly。前二者 と同 じ く酒飲みで,
威張 り散 らす法螺吹 きであ るThePloughandtheStarsYこ於け るFlu-
therGood。これ らの人物 は,夫hの 劇中Y'於け る笑いの第 一人者であ り,
作 者は彼等 に笑いの種 を 意識 的V'与えてい る。 こ の中でFlutherGood
は,他Yこ比 して,よ り攻撃 的で我武 者羅で大胆であ るけれ ども,以 上の人
物すべ てに共通 して云え ることは,彼 等は共v自 らに都合の よい世界だけ
しか見 よう,としない ・とであ る・即 ち・すべ て幻影 の世 界雎 んでい る人
物 なのであ る。 この彼等 の弱 さは人間に普遍 的な ものであるか ら笑 いの源
とな り得 るわけで,そ の他 これ らの劇に群居 してい る騒 々しい酒飲 み,嘘
つ き,臆 病者,大 言家,寄 生虫的人物,偽 善者,が みがみ女,紳 士振 る俗
物な どの人物 と共 に,こ れ らの喜劇 的Y'して諷 刺的 な人物は,絶 えず 自ら
の考え に立戻 る傾 向,更 に は,何 も聴 くまい とし見 まい とす る傾 向,云 い
換 えれ ば,自 分の欲す るもの 以外には見 まい とす る 傾 向が あ り,こ れは
フ
・社会に対するゆ 啝 ・一社会に対する燗 の或る鰍 の不恥 一から
生じるものであって,現象 としては,前述の 「ひ どい渾沌の世界」の中で
彼等独自の(硬化 した思考の結果 としての)愚 行V'耽っているが故に一層
滑稽な存在 となって現われ,作 者はこの恐怖と悲9の 世界の中Y`人物を逆
説的に諷刺する荒々しいhumourを見出していると云えよう・Be「gson
流に云 うと,創造的進化を続ける筈の人間が社会の要求に適合し得な くな
る時,それは精神的肉体的に 「こわば り」の状態に陥っているのであつて,
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云 うなれば生命あ る存在た ることを止 め,自 動 人形 の よ うな存在 にな り変
ってお り,そ れがた め機械 的な考x・ 行動 が生 じて くるわけであ る。三 篇
の写実劇に見 られ る同マ語句 の機械的 な繰 り返 しや,諺 の頻発な使用,大
袈裟 な云葉遣い などにこのこ とは如実に示 され てお り(こ れ らは確かに笑
いの要素 としてその役割を果 してい るが,表 現主義戯 曲に於ける台 詞の特
徴 として一般 に認 め られてい る点で もある),そ してこの 「こわば り」 か
ら来 る非社会 的な もの一 云葉の場合 は,そ の本来 の流動性 に反す る表現法
一 を排除せん として笑 いが発せ られ るとい うことにな る
。 この よ うな条 件
で形象化 され てい るのが0'Caseyの人物であ り,彼 等 は人に己が魂を 暴
露 しなが らも自分 にはそれ が見 えない無意識 的な存在 で,明 らかに個性 と
してではな く型 として形 象 され ている。 この生命 ある ものの機械化 ・形 式
化 こそ表現主義戯 曲の特徴 にそ のままつなが るものであ る。但 し,同 じ型
としての形象であ って も,笑 い の場 合は,一 般的な認 識に応 じるため帰 納
的 な方法 を とってい るが,表 現主義 に於 いて は,内 面 の世 界の主観的な反
映 として抽象性 を帯 び,そ の形 象の仕方 は演繹的 とも云える。
TheSilverTassieはAct11,Franceの戦場 の場 に表現主義手法を部
分 的に取 り入れた劇であ るが,realisticなActI,ActIII,ActIVに 登
場 す るSylvesterHeegan,SimonNortonはそれ までの三篇 の写実劇 に
於 け る喜劇的 な人物 と同種 の形 象で,こ の両者 の思考 の 「こわば り」は笑
いを呼 び起す原因 となっている。ActIIに登場す る人物 は機械化 され,非
個性化 され,更 に普遍化 されてい る。 これは戦 争の非人間的な ることを示
す と同時に,問 題を個 々の入間か ら人間全般に及ぼそ うとす るもので,そ
の機械 化の中で作者 の態度 は怒 りへ と転 じ,笑 いは消失 している。だが,
D・vidK・au・eが`…th・b・・adlaught…erv・dt・h・m・nizeth・・h。,p
　
edgeofhis(O'Casey's)indignation:とこの ように指摘 した笑 いに対す
る0℃aseyの 期待 は他の幕で残 され てい る。WithintheGatesに於いて
は,人物は益 々類 型化 され,特 定 の名前す ら有せず,普通名詞で呼ばれてい
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る。此処では,個 人としての人間は完全v人 間mの 中に埋没し去 り(一
これが極端になると,TheSilverTassieやWithintheGatesに於ける
散文と韻文の混用による半人間的半機械的なchorusとなる一),作者の
世界観を伝える手段 と化 している。
笑いを通じての0'Caseyの意図は,平 和を取 り去る者㊧虚栄 と悪行を
解剖して時代の欠陥を嘲ることにあるか ら,三篇の写実劇 に は滑 稽 と諷
刺,又,快 活で悪意をもった笑いを通して平和を回復することが意図され
ている。 この方法によって彼は人間社会の欠陥及び無秩序に対す る勝利を
期待しているわけである。だから,0'Caseyの笑いは生命への希求の変形
として現われていると云えよう。何故ならば,笑 うことは恐怖を征服する
ことであ り,笑われることは打ち負かされることを意味してお り,笑いは
誇示や見せ掛けを嘲 り,人からそれ らのものを剥ぎ取って裸のままの姿に
暴露して仕舞 うからである。一方,表 現主義の意図はその発祥当時の荒廃
ユむ
した社会に頼ることが出来ず,各人の内心の世界Y'新たV'て た秩序と幸
福に生き,それによって外の世界をも征服して行こうというものであるか
ら,表 現主義手法は笑いの場合 と同様に 一 種の攻撃方法であ り,笑 いが
ヱエ
「社会 的な制裁 」であれば,表 現主義手法は個 人的な制裁 とも云 えるわげ
で ある。但 し,O'CaseyYom.於いては,笑 い 曝人間生来 の力強 さを示 してお
り,そ れは閉 ざされ た世 界に於け るironicalな生存 の手段 となっている
が,表 現主義手法には,こ の要素 は認 め られず,従 って,彼 は生 命に対す
る願望を意識的に挿 入 しなけれぼ な らない。TheSilverTassieのActIV
ユ　
に 於 け る`joyousdanceoflife',WithintheGatesのSceneIVに於 け
エヨ
る`frenzieddancetolife,がそ れ で あ る 。 こ の 点,笑 い の 方 が,表 現 主
義 手 法 に よ る よ り も,生 命 力 へ の 謳 歌 は 強 く,且 つ 自然 に 示 さ れ 得 る こ と
は 云 う ま で もな い 。0℃asey自 身 も こ の こ と は 認 識 し て い た よ うで あ る一
Nothingcouldkillorstaylaughter,orholditfastinoneplace.
Itspreaditselfoutallovertheworld,for,thoughmenshowtheir
98
thoughtsinmanydifferent皿annersandmodes,theyalllaughthe
Y4
sameway.
Platoが「国家論」 ㊧第十篇Y'於いて,
「吾hは,吾 々 自身,巫 山戯た 白を利 くこ とを面白 く思 う。か よ うに し
て,舞 台 の上 で,演 じ られ る粗野 な笑はかせに喜んでい る中に,吾 々自
ユら
身 が,家 庭 に 於 い て,道 化 者 に な っ て 了 うだ ろ う。」
と こ の よ うに 述 べ て い る 笑 い に 対 す る 考 え と は,0'Caseyの 場 合,明 ら か
に 反 対 の 立 場 を と っ て い る 。 彼 は 人 類 一 般 の 一 そ れ も 特 に 社 会 の 底 辺 に 住
む 人 々 の 一 幸 福 と 平 和 を 願 う気 持 か ら 粗 野 な 笑 い の 奥 に 潜 む 生 命 力Y`大 き
く比 重 を 置 い て お り,彼 の 写 実 劇 に 於 い て 死 を も嘲 っ て い るgrotesqueな
笑 い は 表 現 主 義 戯 曲 のgrotesqueな描 写 へ と推 移 し て 行 っ た と は 云 え,彼
の 場 合,笑 い に 対 す る 期 待 は 明 日 の 社 会 へ の 希 望 と し て 祈 りに 近 い も の が
あ る一
Letuspray:Oh,Lord,giveusasenseofhumorwithcourage
tomanifestitforth,sothatwemaylaughtoshamethepomps,
thevanities,thesenseofself-importanceoftheBigFellowsthat
theworldsometimessendsamongus,andwhotrytotakeour
ユ　
peaceaway.Amen.
こ の 彼 の 態 度 が 表 現 主 義 戯 曲 に も 引 継 が れ,そ れ は 一 齒
Nildesperandumisthemottoofgooddramatistandgoodcriticエ　
alike,evenwhenassailedandsurroundedbysnakesandbladdhers.
とい う彼 の信条に よって意識 的に固執 され てい るよ うであ る。
次に,構 成 の面か らみ る と,WithintheGatesは,表現主義戯 曲の特
徴 の常 として,作 者 の世界観 の伝達を主 旨 としてい るだけに葛藤に よる劇
的行為 の発展 とい う構 成を とっていないが,TheSilverTassieに於いて
もこのことは同様 であ る。三 篇の写実劇に於 いて さえ,plotはserio-comic
なepisodeによって組立て られ,喜 劇的な主要 人物 は酒を飲 む ことに よっ
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てhumourを 活発に し,劇 の行動は笑いに よる威圧 の競争 相手 とも称す
べ き騒 々しい饒舌Y'よって齎 され る喜劇精神に よって支配 され,写 実劇に
普通 の 葛藤 に よる劇的行為 の発展は見 られない。そ こで,こ れ らの劇は勢
い議論 或はPlyの劇 として構 成 され る結果 とな り・0'C・eyの場飢 こ
の表現 主義戯 曲の特徴 として一般 に認 め られ てい る戯 曲構成 が,写 実劇 に
於 いて も既Y'現われ てお り,こ の点か ら も彼のrealismはexpressionism
への可能性 を有 していた ことが分 る。
叉,表 現主義戯 曲の諷刺 の根底には,人間性喪失への嘆 きが見 られ るが,
笑いY'於いて もAndrewE.Maloneの∴
Lifeisarollickingcomedytotheaudiencesandahideoustragedy
tothedramatist,......Whydotheatreaudienceslaughatthewrong
things?Why,infact,dotheylaughinthetheatreatthethingsユヨ
whichexcitetheirpityindailylife?
こ の0℃aseyの 写 実 劇 を 観 て の 批 評 が,的 を 得 て い る と は 云 え な い に し
て も,納 得 さ れ 得 よ う。 何 故 な ら,若 し 笑 い 手 が 直 ち に 自分 の 中V'立 戻 っ
て 笑 っ て い る 自分 を 確 か め れ ば,其 処 に は 自惚 が,更 に 自 己 主 義 の 傾 向 が
見 出 さ れ,笑 い 手 が 猶 も 自 ら の 笑 い に 理 由 を つ け れ ば つ け る ほ ど苦 々 し い
一 種 のpessimismが 現 わ れ て く る か ら で あ る 。 こ の よ うな 二 面 性 が 人 生
Yr対す る0'Caseyの 態 度 な の で あ る一
Laughteriswineforthesoul‐laughtersoft,orloudanddeep,.
tingedthroughwithseriousness.Comedyandtragedystepthrough
lifetogether,arminarm,allalong,outalong,downalonglea.Aユ　
laughistheloudechoofasigh;asighthefaintechoofalaugh.
こ の 悲 劇 と喜 劇 の 二 重 の 雰 囲 気 が,彼 の 写 実 劇 は 云 う ま で も な く,表 現 主
義 戯 曲 に も.リズ ム と な っ て 流 れ て い る 。 丁 度,GeorgeMeredithの 云 葉
に 一
...theendofacomedywouldoftenbethecommencementof
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atragedy,werethecurtaintoriseagainontheperformers.
と あ る よ うに,0'Caseyの 写 実 劇 の 笑 い の 終 る 処 か ら 表 現 主 義 戯 曲 に 於 け
る 人 間 の 悲 しみ が 姶 ま る と見 られ よ う,共 に 観 念 的 な 硬 化 一 偽 善 や 頑 迷 な
信 仰 や 偽 瞞 に 満 ち た 苦hし い 現 実 一 へ の 攻 撃 と し て 変 る こ と な く。
...expressionismalsocontainsprogressiveelements‐apassion-
ateassertionofwill,adefiantattempttofindmoregenuineethical
　ユ
valuesandtorebelagainstanoppressivecodeofsociallaws.
だ が ・0'Caseyが笑 い に よ っ て ・亦,TheSilverTassieのHarryH・g・n
に よ っ て 示 し たlifeforceは,WithintheGatesに於 い て は ,aSpring
Morning,aSummerNoon,anAutumnEvening,aWinterNight
と い う場 の 構 成 の 下 に 生 命 の 回 帰 の パ タ ー ンへ と,i&の 生 命 へ の 強 い 意 欲
に も拘 らず,消 極 的 な も のV'帰 着 し て い る こ とは 否 め な い 。
以 上 の 考 察 に よ っ て,0℃aseyの 場 合,写 実 劇 に 於 け る 笑 い とそ の 構 成
の 中 に 既Y'表 現 主 義 手 法 に 通 ず る 萠 芽 の 存 し て い た こ とが 分 る が ,写 実 劇
v`於い て は 舞 台 裏 に 留 ま っ て い た 「社 会 の 動 き 」 が 表 現 主 義 戯 曲 に 於 い て
は 表 面 化 し て お り,こ の'「社 会 の 動 き 」 の 表 面 化 に 彼 がrealisinからex-
pressionismへ移 行 し た 原 因 が 潜 ん で い る。 こ の よ うな 手 法 の 推 移 は 役 の
伝 達 意 図 を よ り強 烈 に 示 す の に 効 果 的 で あ ろ う こ と は 疑 い を 入 れ る 余 地 が
な い け れ ど も,WilliamArcherの評 す る 如 く(夊,0'Caseyに 対 す る 一
般 的 な 評 価 に 認 め られ る 如 く)-
SeanO'Casey'sexperimentsindramaticstylizationforthepast
threedecadeshavenotenabledhimtoexceltheachievementofhis
naturalisticdramasJunoandthePaycockandThePloughandthe
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Stars.
0'Caseyの 劇 作 の 進 展 を 阻 む 原 因 と な ら た か ど うか は ,発 表 当 時 のThe
SilverTassieだけ を 見 て も,LadyGregoryやW .B.Yeatsの 批 判,こ
　お
の両 者に対す るG・B・Shawの 反対 意見,そ してLadyGregoryの後悔
io1
とその評価は区々であり即断できる問題ではな く,爾来今 目に到るまでの
く)℃aseyの戯曲の更に慎重な考察を 必要 とすることであれば 次の機会に
譲 り度い。
・〔証 〕1 .cf.AndrewE.Malone:TheIrishz)rama(London,1929),pp.212-3.
2.SeanO'Casey:TheGreenCrow(NewYork,1956),p.229.
3.麻 生 磯 次 著 「笑 の 研 究 」(東 京 堂,昭 和33年) ,1頁 一29頁 参 照.
4.HenriBergson:Laughter(Anchor,1956),p.65,`It(Laughter)musthave
asocialsignification.'
5.DavidKrause:SeanO'Casey,TheManandHisLVork(London,1960),p.
38,`Tothepuritansandsentimentalpatriots,Irelandwasstillthebeautiful
Queen...'
6.SeanO'Casey:op.cit.,p.226.
7.H.Bergson:01i.cit.,p.147,`agrowingcallousnesstosociallife'.
8.JunoandthePaycock,ActI,`th'wholeworl'sinaterriblestateo'chasis!'
9.DavidKrause:op.cit.,p.36.
10,cf.WithintheGates,ActIV,`th'wholeworldisupsidedahn'.
11.H.Bergson:op.cit.,p.148,`socialragging'.
12.13.DavidKrause:01i.cit.,p.136.
14,SeanO'Casey:obi.cit.,p.228.
15・ア リ ス トテ レ ス 著,松 浦 嘉 一 訳 「詩 学 」(岩 波 文 庫) ,187頁.
16.SeanO'Casey:op.cit.,p.232.
17,zvZa.,pp.iaii.
18.DavidKrause,op.cit.,pp.81-82.
19.SeanO'Casey:op.cit.,p.226.
20.GeorgeMeredith:An-EssayonComedy(Anchor,1956),p.8.
21.JohnHowardLawson:TheoryandTechniqueo.fPlayzvritingandScreen-
writing(NewYork,1949),p.119.
22,WilliamArcher:Play-making(Dover,NewYork,1960),p.xxii.
23,cf.ElizabethCoxhead:LadyGregory,ALiteraryPortrait(London,1961),
pp.204-206.
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